
 

 

アメリカ大使館抗議行動への弾圧に対する抗議声明 

 

                           ２０１１年２月２５日 

辺野古への基地建設を許さない実行委員会 

 

２月２０日、沖縄・高江ヘリパット基地建設工事再開に抗議するアメリカ大使館に向けた行動

に対し、警視庁・赤坂警察署は徹底した妨害・介入・弾圧を行い、二名の参加者を逮捕した。私

たちは、この暴挙に対し強く抗議すると共に、二名の即時釈放を求める。 

昨年末、高江では米軍ヘリパット基地建設工事が再開・強行され、反対住民の抗議の声を踏み

にじりながら、今日まで、時には 100名を超える沖縄防衛局職員、工事業者が押しかけるという

緊張した事態が進行している。 

辺野古に新基地を作らせず、普天間、高江をはじめとした沖縄の米軍基地が一日も早く全面撤

去されることを要求してきた私たちは、「沖縄を踏みにじるな！緊急アクション実行委員会」の呼

びかけに応え、「ゆんたく高江」や、全国いや世界各地の仲間と共に２月 20日、新橋駅前からア

メリカ大使館までのデモと申し入れ行動を計画した。 

ところが、警視庁、東京都公安委員会は、直前になって集合場所、デモコースを一方的に変更

してきたのである。そもそもデモなどの表現行為は憲法でも保障された正当な権利であり、それ

を一方的に正当な理由もなく変更することは前代未聞の暴挙である。 

こうした不当な介入によってねじ曲げられたデモはできないと判断して新橋駅前で宣伝活動を

続けた私たちに対し、警察当局は、検挙をちらつかせた執拗な妨害行為を行った。その後、静か

に歩道を歩いてアメリカ大使館に向かった参加者を大使館直前のＪＴ（日本たばこ）ビル前で阻

止し、大勢の警察官で取り囲み、申し入れに向かおうとした代表団すら通そうとしなかった。そ

して抗議の声をあげる参加者を強引に規制・挑発し、突然二人の仲間を逮捕したのである。その

際、一人は髪の毛を引っ張り回され、顔面に肘打ちを食わされ、もう一人は全身打撲を負わされ

た。また、逮捕理由を聞いた一人に対して「そんなことは後でいいんだ」という暴言を吐くとい

う、最低限の法的手続きすら無視した態度を取ったのである。 

そして、不当逮捕の抗議と二人への差し入れ品を持った４0 名を超える参加者を、赤坂警察署

手前の路上でまたもや阻止し、近くの公園に２時間以上も警察隊が包囲するという暴挙にも出た

のである。二人は２月 22日、１０日間の勾留延長が付き、なおも拘束されている。 

アメリカ大使館も、１月１０日の行動では受け取った申入書を、事前のアポイントを取ってい

たにも関わらず、今回は受取すら拒否するという傲慢な対応に終始した。異常な警備についても

警察にお任せしている、と開き直るばかりであった。 

今回の一連の事態は、単に東京都公安委員会、警視庁・赤坂警察・警備担当者の判断、「暴走」

では決してないだろう。繰り返し表明されている沖縄の民意を踏みにじり、沖縄差別に基づいて

強引に米軍基地を押し付ける菅・民主党政権、戦後６０年以上にわたって沖縄の人々の土地を奪

い、侵略・人殺しの軍事基地を建設・強化し、数々の事件・事故を繰り返すアメリカ政府・アメ

リカ軍の意思、姿勢を反映しているものに他ならない。 

私たちは、今回の弾圧・暴挙を多くの仲間の力ではねのけ、沖縄の人々と気持を一つにして、

高江ヘリパット建設工事の中止と普天間基地の早期閉鎖・返還、辺野古新基地建設を止めさせる

決意を新たにするものである。 


